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研究成果の概要（和文）：中国の民族古文字資料および関連する漢字資料をデジタル画像化し公表した。契丹文字・女
真文字・モンゴル文字・パスパ文字・満洲文字の拓本、パスパ文字の印鑑、パスパ文字と満洲文字の貨幣などの資料で
ある。拓本の大部分は長田夏樹氏旧蔵のコレクションであり、印鑑と貨幣などは古代文字資料館（愛知県立大学E511）
所蔵である。これらの資料を、世界の研究者の自由な利用に供するため、ウェブサイト「古代文字資料館」に公開する
とともに書籍として刊行した。また当該文字と資料についての研究を雑誌『KOTONOHA』などに掲載した。

研究成果の概要（英文）：We digitized old language materials from China: rubbed copies of inscriptions in 
the Khitan, Jurchen, Mongolian, Phags-pa and Manchu scripts; seals in the Phags-pa script; coins in the 
Phags-pa and Manchu scripts etc. Almost all the rubbed copies are from the OSADA collection. The seals 
and coins are owned by Acient Writing Library (Aichi Prefectural University E511) . In order to make them 
freely available to researchers worldwide we uploaded the data to the website of Acient Writing Library 
and also printed them in book form. Several articles about the scripts and materials were published in 
the journal KOTONOHA.

研究分野：人文学
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１．研究開始当初の背景 

 日本に存在する所謂「中国民族古文字」の
調査は着実に行われているが、分野に偏りが
あり、十分と言える状況にはない。 

故長田夏樹氏の旧蔵拓本（現在は長田家所
蔵、愛知県立大学の古代文字資料館が管理し
ている）の予備的な調査によると、遼、金、
元、清の民族古文字に係わる資料が多数を占
め、多くは初期に採拓されたものであり、世
界的にみても貴重な財産と推定することが
できた。また愛知県立大学の古代文字資料館
は、拓本、印鑑、貨幣、錘など、遼、西夏、
金、元、清にわたる各種の民族古文字資料の
実物を所蔵しており、特にパスパ文字の印鑑、
貨幣、錘、拓本は、日本でも有数のコレクシ
ョンとなっている。これらの資料と他機関所
蔵の資料とを比較し、資料としての価値を明
らかにすることは急務な仕事であった。 

また、遼の契丹文字、金の女真文字、元の
モンゴル文字およびパスパ文字、清の満洲文
字など、民族古文字資料の解読や判読におい
て、研究者が第一になすべきことは、実物の
鮮明な画像の入手であるが、書籍に収められ
た画像においてもウェブサイトに公表され
たデジタル画像においても、研究に着手でき
るだけの鮮明な文字資料が提供されている
かというと、必ずしも十全な状況にはなかっ
た。 

このような状況を鑑みれば、資料を公表し
得る立場にある研究者として第一に為すべ
きことは、資料をデジタル化し、鮮明なデジ
タル画像を、必要とするすべての研究者に提
供し、研究の基礎を固めることであろう。 

 

２．研究の目的 

 長田夏樹氏旧蔵の遼・金・元・清に渡る民
族古文字資料（契丹文字、女真文字、モンゴ
ル文字、パスパ文字、満洲文字）の拓本と愛
知県立大学古代文字資料館所蔵の各種文字
資料を文献学の観点より調査し、その価値を
明らかにした上で、鮮明なデジタル画像とし
て公開する。 

デジタル画像の公開と同時に、民族古文字
資料研究の分野における、初期の日本の研究
者による業績の意義を、研究史の立場から明
らかにする。 

 

３．研究の方法 

まず、他機関が所蔵する同種の資料との異
同を調査し、資料としての価値を明らかにす
る。次いで、資料を文化財撮影用特殊カメラ
（画面の四隅と中心で画像の歪みが出ない）
等で撮影することによってデジタル資料化
し、鮮明なデジタル画像をウェブサイトに掲
載する。それとともに図書としても刊行し、
日本の図書館および研究者に配布する。同時
に、日本の研究者の初期の研究を調査し、研
究史のなかに位置づける。 

 

４．研究成果 

 遼の「大遼大横帳蘭陵郡夫人建静安寺碑拓
本」は、漢文面の碑額と碑身、契丹大字面の
漢文碑額と契丹大字碑身の 4種の拓本が揃っ
ている。碑身の摩滅は進んでいるが、現存す
る拓本の中でも第一級の価値を有する世界
に冠たる資料と言い得る。 

金の「大金得勝陀頌碑拓本」については、
女真文面はなく、漢文面の碑額と碑身のみで
あるが、公開されている何れの資料よりも鮮
明なものとなっている。 

同じく金の「女真進士題名碑拓本」は、採
拓の年代を異にする３種の拓本があり、碑石
の摩滅の過程を示すことができた。３種の拓
本の内の１本は、これまで公表されているも
ののなかで、最も初期のものに相当する。 

元の「張氏先瑩碑拓本」、「達魯花赤竹君之
碑拓本」は、漢文面とモンゴル文面の両者を
収めるが、モンゴル文面の拓本は極めて鮮明
なものとなっている。以上を含め、拓本 33

点につき、他機関が所蔵する同種の資料との
異同を調査し、資料としての価値を明らかに
した上で、鮮明なデジタル画像を作成し公表
した。 

拓本以外の文字資料としては、元のパスパ
文字の印鑑 15 点、貨幣 14 点、銅錘 1 点、合
計 30 点につき、他機関が所蔵する同種の資
料との異同を調査し、資料としての価値を明
らかにした上で、鮮明なデジタル画像を作成
し公表した。なお印鑑は、それぞれが唯一無
二のものとして同一資料は存在せず、当該分
野に新たな資料を追加することとなった。 

以上、資料の一部を紹介したが、これらの
資料を、研究に供することが可能な鮮明なデ
ジタル画像として、世界の研究者に公表でき
た意義は小さくない。 

 なお、長田夏樹氏旧蔵資料および古代文字
資料館所蔵資料のうち、清の満洲文字資料の
公開が遅れており、これからという状況であ
る。すでにデジタル画像化し公表した女真文
字資料と合わせて、女真文字の解読と満洲文
字の判読を、今後の課題として進めたい。 

 日本における中国民族古文字の研究史に
係わる成果としては次がある。言語学者の故
長田夏樹氏が残した契丹文字研究に係わる
ノートおよびメモ類の調査により、初期の契
丹文字の音価推定の経緯を明らかにするこ
とができた。それとともに、1950 年代とい
う研究の初期の段階において、契丹語の文法
研究もかなりの程度に進んでいたことも明
らかにすることができた。 

また、長田夏樹氏が残した資料の中に、契
丹文字研究者の故豊田五郎氏の希少論文（手
書きおよびワープロ論文）が存在しているこ
とも分かった。それを整理しウェブサイト上
に公開することにより、この分野の研究に供
することができた。 

このようにして、長田氏と豊田氏の研究に
ついて、これまで知られていなかった契丹文
字解読の側面を明らかにし、研究史の上に位
置づけることができた。 
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〔その他〕 

ホームページ等 

・愛知県立大学サーバ上のウェブサイト「古
代文字資料館」に、本科研で研究を進め、デ
ジタル画像化した資料を公開した。 

http://www.for.aichi-pu.ac.jp/museum/ 

・兵庫県たつの市埋蔵文化財センター主催の
特別展、「謎のパスパ文字と光明山」が 2015

年 1月 24日から 2015年 3月 22日にわたり
開催された。愛知県立大学の研究室が所蔵し、
本科研で整理を進めたパスパ文字の諸資料
を展示物として貸し出した。この分野の研
究・教育の一助とすることができた。 
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